平成29年度顕微鏡学会参加報告
共通機器部門　前田誠
1. はじめに(目的等)
顕微鏡学会には、大学・研究所・企業等、で電子顕微鏡を用いてあらゆる分野で研究、開発を行っている人達が参加している。最新装置の紹介、新しい分析法、様々な材料・生物の観察・解析等、発表内容は実に多岐に渡る。電子顕微鏡に関する広範囲の情報収取のために参加した。
1 　期間・場所
期間：　平成29年5月29日（月）～6月2日(金)
場所：　札幌コンベンションセンター
2 　参加者等
大学・研究所等に所属する研究者、電子顕微鏡もしくはその周辺機器を扱っているメーカー社員　約800名以上
3 　具体的な参加内容
29日(月)：移動日
30日(火)：E会場にて「ナノ材料」に関する発表を聴講。D会場にて、「分析電顕」に関する発表を聴講。
31日(水)：E会場にて、「金属」に関する発表を聴講。B会場にて、「顕微鏡とイオン分析の融合」に関する発表を聴講。
１日(木)：D会場にて、「SEM」に関する発表を聴講。E会場にて、「その場観察」に関する発表を聴講。
2日(金)：移動日
　まとめと感想
主に無機材料を対象とした研究発表を聴講した。装置本体の技術としては目新しいものはあまりなかったが、ソフトウェアの進化には興味を惹かれるものがあった。特にSEMに関しては、強力な粒子解析ソフトを付属したデモ機に触れることが出来た。そのソフトウェアを用いると、画像取得と同時に、粒形分布測定、化学組成測定が出来る。さらに、取得したデータを特定の条件の下、ソートし直すことも出来る。こういった形や化学組成に関する情報は多くの分野で有用であるが、その正確な値を迅速に、かつ大量に取得することは容易ではなかった。従って、こうした新しい解析ソフトの開発、導入は多くの分野の研究速度を加速させられると感じた。私が担当する装置にはまだこのようなソフトウェアは導入されていないが、今後に備え必要な知識を蓄えたいと強く感じた。
